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になるために必要なもの」（p <.001、r= .50）、「自分が行けて楽しめる場所」（p <.01、
r = .48）の2項目で有意な改善が認められた。身体機能では、実験群と対照群で有意差は認
められなかった。 
本研究により、生活課題への支援を目的とした「活動と参加」に焦点を当てたプログラム
は、再建期にある被災高齢者の HRQOL 向上に有効であることが示された。本研究で実施
したプログラムは、一方的に知識や技術を教授するものではなく、参加者同士で議論や意
見交換をし、健康に必要な活動を考えて実施するといった社会参加の機会提供を含むもの
であった。SF-36®の全体的健康観が示す健康の認識は社会参加によって向上することから、
本プログラムは全体的健康観に肯定的な影響を及ぼしたと考えられる。大災害後の高齢者
に対する支援では、脆弱さではなく適応性にも目を向けることが必要である。 
